
主催：JICA沖縄　後援：沖縄県教育委員会　事業運営：（一社）国際協力サポーターズ

※第３回（8/22）と第４回（12/12）は7月6日以降も申込可能です。

本講座は、「参加型学習（アクティブ・ラーニング）」を通して世界の現状を知り、児童・生徒が主体的に考
える授業実践につなげるための講座です。沖縄県や文部科学省が推奨しているESD（持続可能な開発の
ための教育）や開発教育の視点を大切に、各教科、領域でちょっとした工夫で児童・生徒がワクワクする
ような参加型の手法を学びます。

申込締切/2026年7月6日（月）

“知る”から“考え”、“行動する”へ　
主体的に学び行動する力を育む

10：00 ▼16：00
参加型ワークショップ体験①

2026年
7月18日（土）

10：00 ▼16：00
参加型ワークショップ体験②

7月25日（土）
2026年

10：00 ▼16：00
授業計画の組み立て

8月22日（土）
2026年

10：00 ▼16：00
ふりかえり講座

12月12日（土）
2026年

2026年度
国際理解・開発教育
指導者養成講座



お申込み・お問い合わせ
（一社）国際協力サポーターズ（ICoS）担当：上原、垣花
〒901-2552浦添市前田1143-1（JICA沖縄内）

Tel.070-9483-6401 
Mail icos-okinawa2@icos.or.jp

・参加型学習や協働学習について学びたい方
・SDGsやESDの担当になったけどどう進めようかと悩んでいる方
・国際理解・開発教育や関連活動を実践している方、これから挑戦してみたい方
・地域の特性や強みについて、生徒たちと一緒に考えていきたい方
・探究学習を向上させたい方

・定　　員：
・会　　場：

・申込締切：
・参 加 費：
・申込方法：

各回20名程度
JICA沖縄（浦添市前田1143‐1）※ゆいレール「経塚駅」から徒歩5分。
※駐車台数に限りがあるため、公共交通機関のご利用やお乗り合わせにご協力お願いいたします。
2026年7月6日(月)　※第3回と第4回は7月6日以降も申込可能です。
無料
メールまたはQRコードから申込フォームに入力しお申込みください。
※メールの場合は、タイトルを「指導者養成講座申込」とし、お名前、ご所
属、ご連絡先（TEL、メールアドレス）、本講座の参加実績（初めてまたは過
去に参加したことのある方は参加回数）、受講する回、参加動機を明記の
上、下記お問い合わせ先までお申し込みください。

10：00 ▼16：00

2026年
7月18日（土）

10：00 ▼16：00
7月25日（土）

10：00 ▼16：00
8月22日（土）

10：00 ▼16：00
12月12日（土）

2026年 2026年

開発教育とは何か、参加型ワークショップの
体験と講義を通して学びます。
参加型ワークショップ例は下記を参照。

本講座や教師海外研修の過年度参加者が作成・
実践したワークショップを中心に体験し、授業
や学習指導要領に即してどのように授業に取り
入れられるか学びます。

開発教育のワークショップをご自身の授業や
学習指導要領に即してどのように授業に取り
入れられるか授業計画を作成します。

第1回～第3回講座参加者が学校や地域で実
践したワークショップ内容や課題を共有する
ことでブラッシュアップを図ります。また、県
内外での開発教育の実践を共有します。

講　座
内　容

参加型
教材例

募　集
要　項

※各回同一フォームにてお
申込みできます。一日のみ
の参加も可能です。

参加型ワークショップ体験① 参加型ワークショップ体験②

授業計画の組み立て ふりかえり講座

第１回
講 座

第３回
講 座

第２回
講 座

第４回
講 座

こんな人にオススメ！！

申込フォーム

2026年

パラオ共和国では、ストーリーボードを通して創世神話が語り継がれています。本教材
では、そのストーリーボードを手掛かりに、「自分」をテーマに1年間を振り返ります。自
分自身のストーリーボードを作成することで１年間の歩みや成長を見つめ直し、自己理
解を深めます。
美術、図画工作、総合　等

内容：

教材：

内容：

教材 ： 社会、道徳、総合　等　
多文化共生ワークショップ集 ：
https://www.jica.go.jp/domestic/tokyo/activities/kaihatsu/material/__icsF
iles/afieldfile/2025/02/20/activity_2018.pdf

「My story board」（2025年度JICA沖縄　教師海外研修参加者作成教材）

「あたりまえ」ってなんだろう？（2018年度JICA横浜　教師海外研修参加者作成教材）
ロールプレイを通じて、自分の「あたりまえ」が通用しない状況を体験します。そうした
経験からマイノリティの立場に気づき、誰もが安心して違いを認め合いながら共に生き
る「多文化共生」について考えます。


